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大内田 天満宮近傍

大内田天満宮から北へ約60m山道を進んだ所に広場があり、そこにひっ
そりと鎮座している。古老の話によると、毎年お正月・5月・9月に八幡様と牛
神さまにお詣りして、御神酒とおにぎりをいただくのが慣例になっていた。（お
むすび=お結び、宗教民俗の儀礼）
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